










































































を目的としたクローニング (reproductive cloning) に対して、こうしたクローン胚作成が
































による「クローン技術による人個体の産生等について」（1999 年 12 月）では、「人クロー
ン胚の研究は…個体を産生しない限り、人間の尊厳の侵害や安全性の面での重大な弊害を






























  →人クローン胚からの個体生成 
(B)交雑個体の作成 





実際にこれらのうち規制法第三条で禁止されているのは (A) および (B) であり、(C) は
禁止されていない。そこでこうした区分を支えている考えを明確にするため、規制法の土
台となったクローン小委員会の最終報告書「クローン技術による人個体の産生等に関する






















このように人間の尊厳は、(a) 人間の育種、人間の手段化・道具化、(b) 人権の侵害、(c) 
生殖に対する基本認識、ということになる。しかしこの中で厳密な意味での人間の尊厳は 










































































































































































































































































































































[5] 橳島, 2001, 12頁.  
 
[6] 加藤, 1999, 102-141頁; Harris, 1998, p.31f.; Beyleveld/Brownsword, 2001, p.161. また、イブ出生
の立て役者と見られるボワセリエ博士は、毎日新聞のインタビューに対して、「人間の尊厳に反するという
人がいるが、人間の尊厳とは何ですか。愛する子供を持ちたいという願望をかなえることが尊厳に反する




[8] 橳島, 2001, 12-13頁. 御輿も同様の批判をしている。御輿, 2001, 47頁. 
 

























[15] 橳島, 2001, 10頁. 
 




[17] 町野, 2001, 86頁. 町野はクローン小委員会の委員であったが、引用に見られる「二本の大きな柱」
という考えは、委員会全体の総意ではなく、彼の「個人的見解」（92頁 注 7）である。 
 
[18] 2頁. 注 2に記したサイトから PDF書類として入手可能。 
 


















[23] 国際人権条約における「人間の尊厳」に言及したものとして以下の文献がある。秋葉, 2000; 
Beyleveld/Brownsword, 2001, pp.2-21. 
 
[24] クローン小委員会委員であった位田も、(a) を「尊厳に対する侵害の中核」（2000, 57-58頁）と見て
いる。 
 
[25] 町野, 2001, 92頁 注 16. 
 
[26] 「クローン技術による人個体の産生等について」3頁.注 2のサイトから入手可能。 
 




















[32] パーソン論の全般的な説明としては、蔵田, 1998を参照のこと。 
 
[33] Tooley, 1983, p. 303. 
 






[36] Feinberg, p.201.［64頁］ 
 
[37] ibid., p.196.［61頁］ 
 

























この方針がとられていたが、最近まとめられた国家倫理委員会の報告書 (Stellungsnahme: Genetische 
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